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基礎を支持する地盤は三次元の非線形連続体と見なせるが、設計上は実地盤を線形開性パネモデルに置き

換えている。ところが実際の地盤では荷重 (p)と変位 (d)の関係は強い非線形を示すことが知られてい

る。道路矯示方選では橋梁等の構造物として適当な基準変位量生を定義し、この変位量に対応する p~ 占 l泊線

の割線勾配を・地盤反)J係数とし、さらに基礎幅に応じて補正している。この報告は大日後杭における載荷幅

依存性を検討するために深礎杭坑内において大型裁術板による水平戦術試験を実施し、水平方向地銚反力係

数の載荷幅依存性について苓奈したものである。

キーワード:水平戦荷試験、水平方向地盤反力係数、殺荷帳依存性(lGC: C8/D3/D6/E2) 

1はじめに

杭基礎の設計は実際の地盤を線形猟性パネに置き換

えて、杭体を弾性床上の梁として取り扱う。つまり地

畿が荷震を受けると、変位が生じ、荷重 (p) と、変

位 (d)が線形の比例関係にあるとしている.した

がって、基礎の設計において、この P~ð 関係をあら
わす水平方向地盤反カ係数の評価が震聖書になるが、地

盤反カ係数は地盤の佐賀である変形係数のみならず基

礎の載荷商の形状、寸法、剛i性の関数である. さらに

地盤の深さ方向の不均一性、非弾性的佐賀などを考慮

して決める必要があり、その評価は極めて閤難な問題

である.道路橋示方審では杭基礎の水平方向地盤反カ

係数を、基礎檎迭として適当な変位量の範囲内での地

盤の荷重変位曲線の割線勾配を基準として求め、基礎

の載荷偏により補正している，この補正は建設省土木

研究所の研究結果1)に基づくもので、 (1)式で示さ

れるように裁荷編の-3/4乗に比例する 2)
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ここに、 kH:水平方向地盤反カ係数(kgf!cm3)

kHO :直径 30cmの剛体円板による平板

裁荷試験の値に相当する水平方向地

盤反カ係数(kgf!cm3)

Bu:荷重作用方向に直交する基磁の換算

i涜荷中高(00)

したがって(1)式によると杭径が大きくなると水

平方向地盤反カ係数は小さくなる。最近の基機構造

は、施工の省力化、橋梁規機の巨大化による要請から

大規模化しており、杭基礎においても杭径が 2-_ 3 m 
合超過するものは一般的になりつつあり、設計上の変

位制限との関係から水平方向地盤反カ係数の載荷幅依

存性による低減が問題になる.直径 3mの場合、直径

30cmの場合の 18%程度に低減される.一方、港

湾構造物設計基準。)では杭紹 30cm以上では載荷掘

による低減はほとんどないことが示されている.これ

は、実験の対象地盤の条件の違いによるものと考えら

れる.

本論文で示す実際の構造物は、 PCラーメン橋の基礎

(図-1)で、直筏 2.5mの深礎杭を用いたものであ

る.この橋梁は、谷の両側から張り出し施工し、中央

で連絡する.桁が計図どおり併合するためには強り出

し施工時に桁のたわみを予測しなければならない.杭

基礎とした場合、杭の水平変位‘杭頭の回転変{立をた

わみの予測値に加える必裂がある.そこで計算に用い

る水平方向地盤反カ係数kuの決定が施工管理上重要な

意味を持つ.本実験は原位置での水平方向地娘反カ係

数kHを決定するために深礎杭の揃削坑内を利用して水

平方向載荷試験を行い、 kuの裁荷幅依存性に関して考
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察し、実際の変位計算に用いるkHを求めるために実施

したものである。

制面自

平事由

国一 1橋梁主主体図

実験地盤の物性および力学性:JJ~.

( 1 )地盤のまm層構成

橋梁架設地点佐織成する地層は、石灰岩および石灰

質砂腐〈図-2)である@図 E 引乙おいて、 Rss腐は、石

灰結層、 Rlm層は、石灰質砂層をぷす。とれらの地

層は、数十万年前の第四期更新世に発達した珊織磁を

形成する生物鮮がその後め地殻変動@海水型声変動によ

る縫趨唱沈降のくり返しにより、干写堆積したものであ

る。実験者全行った地層は、石灰岩腐の下1<:{1r語まずる石

灰貿砂層である。石灰質砂層は、中~粗粒の均質な砂

層--r:、よく締まっており、半図結状を塗している。こ

の石灰質砂層はまた、石灰分を多く含んでいる筒所や

石灰質の岩片を含む筒所もある。このような筒所は、

砂分からなる均質な箇所にくらベ閤結が進み、石灰岩

と間程度の間結皮を有している@

深礎杭はこの石灰質砂層に根入れされており、水平

方向載荷試験も比較的材料の均一なこの砂層で笑施す

ることとした。

犠 高

RI網干3

図-2 地質構成断面図
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(2)物理試験・カ学試験の目的

現位置におりる曲面載荷板による裁荷試験に先立

ち、載荷荷重を決める必要があり、深磯基礎坑内地盤

の曲面載荷板による載荷時における破壊荷重量を推定し

なければならない。しかし、掘削坑内の地中部におけ

る曲面裁荷板の荷主量殺荷による地盤の破壊形態が明確

でないため、破域荷重の決定は容易ではないが、本実

験においては、自安値として道路橋示方審で線用され

ているケーソン基礎の受動土庄算定式討を用いて推定

した。この機、現地盤の内部摩機角、粘着力などの物

性値が必要になるため石灰質砂層の物斑試験およびカ

学試験を実施したe 載荷試験の対象土震は前述した石

灰資砂層であるが、その悶結皮にばらつきが見られる

ため、比絞的ゆるい慰結度の部分と、磁い部分から試

料を採取し、砂露軍全体としての物性を抱援できるよう

にした。
( 2) 
探磯杭の筋工が底闘の石灰質齢、腐に到達した時点

で、地山からブロック状の不撹乱試料作成F誌の土塊

(約 40x 0 20cm)を間結度の高い部分と、

低いと思われる部分からそれぞれ 1ブロッタづっ採取

した。写真ぺに採取状況を示したu

写真・1 不撹乱試料の採取状況

採取した試料は、発泡スチロ…ノレで固まさし、ただちに

実験室に持ち込み、冷蔵庫内(国 2O.C)で凍結させ

た。不撹乱三軸供試体の作成方法は、以下に示した方
法で行った4)。

①冷凍庫内心2O.C)で凍結する。

窃凍結資料をポーリングマシーンに間定し、それを

12.5/sで回転するコアピットで削り、 T型に

成形する。この間材料を低温に保ち、試料とコア

ピットの関に削紛が入るのを防ぐため、コアピッ

ト上方より窒素ガス ι8O.C)を1.0kgfJcm2の庄

カで送り続ける。

③T型試料の上下函をディスクカッターで切り、直

後5c m. 高さ 12.5cmの供試体を作成する。

{写真-2) 

採取したプロックサンプルは 2体(NO.O，N 0.1) 

で、それぞれから 3体の供試体、合計 6体作成し、以

下に示す試験に用いた。

NO.O-l・・一軸圧縮試験

NO.O・2…三軸圧総試験 (σ3=30kgf/，叩2)



深礎杭孔内の水平載荷試験による水平方向地盤反カ係数の寸法効果に関する一考察

NO.O-3・・三申ul圧縮試験 (σ3== 4 OkιfJcm2) 

NO.l-1 ...一軸圧縮試験

NO.1時2日三軸圧縮試験(ぴ 3== 1 0 kgJJcm2) 

NOJ-3…三輪圧縮試験 (σ3== 2 0 kgJJcm2) 

写真司 2 コアピットによる供試体作成

なお、物理試験での土の密度・間際比@合水比の測

定については、圧縮試験で使用済みの供試体を用い、

土粒子の密度試験命粒度試験にはブロックの供試体採

取後の残りの部分:a-:用いて行った@一輪EE給試験にお

いて、ひずみ計測を-NO.Oではギャッブセンサーを、

NO.lではひずみグージ栓用いた也 NO.l四1の一戦j圧縮

試験はひずみゲージを供試体に貼り付けて軸ひずみを

測定したため、乾燥重蛍に接着材の重量ーが加わり、正

確な計測が不可能となった。従って、 NO.lブロックの

物理特性はNO.1-2 と NO.1-3 によって示すこととし

( 3 地盤の物理特性

表-1に物理試験の結果を示す。

NO.lのプロック試料は、 NO.Oの試料と比較して国

結度の高い地綾部分であることがわかる。なお、土粒

子の比重はNO.l，NO.Oでほとんど蓬はなく、平均の比

重は、 Gs =2.823である。

( 4 )地盤のカ学特性

カ学試験は一車血圧縮試験および三軸圧縮 (UU)試

験を実施した。図ω3は一軸圧縮試験の結果である。

NO 1-1はNOふ1と比較して、圧縮強度が商いe 物理特

性からもわかるように、 NO.lプロッタは閤結度の高い

部分であると考えられる。

60 

2.0 

~-3 一輪庇総試験結線

三輪試験結果は、図的 4Iこ示したようになり、応力

主室、ひずみ曲線の特徴から、 NO.lのブロックの関結皮

の高さがわかる e 間制 5-7はそれぞれのプロック試料

の三輪EE縮試験の結果をモールの応力向で整ま援したも

のである。それぞれのプロックの c，φおよび全体の

c， oを決定する。データのばらつきを考慮してし

φを決定する場合、。 1-03関係を((J 1十 a3)12-(σl 

-03)/2関係に蒋整理して、最少二乗法によりその切片

目と傾きtanβ を求め、 c，φに再変換する方法が一般

的に用いられている。 a， βとC，φの関係は次式で

表される。

o =sin-1(ta日 β) 一一一一一一一一 (2)

c= a/rosφ 一一一一一一一一一一(3)

表白 1 物理特性

供試体NO. NO.O・1 NO.O-2 NO.O-3 NO.l・2 NO.l・3

1量潤E重量 W (gf) 412.39 385.80 401.40 486.14 490.99 

乾燥重量 Ws (gf) 398.66 351.25 370.44 463.55 455.85 

体積 v (cm') 214.41 208.90 198.40 214.64 220.53 

1湿潤密度 ρt (g/cm3) 1.923 1.847 2.021 2.265 2.226 

乾燥密度 ρd (g/cm3) 1.859 1.68 1.865 2.16 2.067 

間隙比 e 0.519 0.680 0.514 0.307 0.366 

合水比 w (%) 3.44 9.84 8.36 4.87 7.71 

唱，ょっh
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図-4三軸圧縮試験結果

ザンプ)~フロッ ?NO. 0 

c = 3.7kgf/c皿2
言 4~ '" =27・4。
、、、

立z
ド

W ~ W M 100 lW 1~ 

σ(kgf /c皿2)

図-5モールの応力円(NO.Oブロック)

ヲンブルゴロッヲNO.1 

い

W ~ W M 100 lW 1~ 

σ(kgf /c皿2)

図-6 モールの応力向 (NO.1ブロック)

ザンブ)[1ブロッ 1NO.0，NO. 1 

ド

W ~ W M 100 lW 1~ 

σ(kgf/cm:Z) 

図-7 モールの応力向 (NO.O+ NO， 1 ) 

坂田・前回・村田

内部摩擦角、粘着カは(σ1+σ3)12ー(σ1・σ3ゾ2関係

からブロックNO.Oの場合、最少二乗法からa=3.262、
tans =0.46が得られ、式 (2)および (3)より c=3.7 
kgfJcm'、 φ=27.4・を得る.何様に、プロックNO.1の
場合、 α=11.664、tanβ=0.44から c= 13.0kgfJcm2、φ

=26.1 ・を得る.地盤全体としての内部摩擦角、粘着
カはプロックNO.OとプロックNO.1の会データを用い
て、 α=8.245、tans=0.434から c=9.2kgf/ぽ、 φ

=25.7・を得る.内部摩嬢角は25・-27・と試料開で
差は少ないが、粘着カはNO.1のc巴 13.0kgf/cm'に比べ

てブロックNO.Oはc=3.7kg:f/cm2と、約113であり、国
結度の違いが表れている.

3.載街誌験装置

( 1 )裁荷試験位置

載荷試験は斜面の影響を受けないように斜面前面か
ら十分はなれた 2列目の深礎杭の孔内とし、杭長 14 
mの設計杭長施工後、掘削子L)底より 1m上方にて実施

した(図-8) 0 

図-8載荷実験位置

戦荷函は、ライナープレートをはずし、直径2.5mの
円形に成形し、議荷板とのギャップをなくすようにし
た.なお載荷薗の不陸は、予備載祷で除去される程度
の精度で成形した.

(2)載荷板

殺荷板は図・ 9に示したように、 4種類の載荷板と 1
基の反カ板を用いることとした.議荷板の大きさは、
フィールドテストの規模から、最小隔を5Ocm，最大は、
裁荷板を地表から坑内を吊り下げ、設置可能な大きさ
を考えて、杭径2.5mをやや下回る2.0mとした.また、
載荷板の形状係数を一致させるため、横幅{水平方
向) Lと縦幅(鉛直方向) Bの比をL1B::;2.0に統一す

ることとした.なお幅寸法は、水平投影商である.
中関の載荷幅は、換算裁荷騒が対数J三で等閑腐とな

るよう決定した.栽荷板の設計は計回反カが、事t荷板
全面I乙等分布するものとし、 J 材料は、 SM490を用い、
その許容応カ度を仮設構造物と閑程度とし、(一般構造
物の場合の1措 σ国=2850kgffCl)12とした.

。山
q
h
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門
書口日

2000X1000設碕綴

( 3 )量殺荷装置 e 教務荷量

額一 9

裁荷装置は、 ~-1 0に示した。深磁杭底碩iこ裁荷装

還の沈下防止のため、コンクリ…トを打殺し、その上

にH鏑の架台、さらにテアロン加工した鉄板安敷き、

その上に、教持板をセットし、ジヤ')'

ようにしたq

ジャッキは300tf揺を 3合準備し、荷量強度に応L>で組

み合わせることとした。裁荷I1憤序は、図 10 Iこえ示した

ように CASE僧 1 と 2 ば同方向、 CASE~3 と 4 は

これに対して虫 O度回転方向にセットし、出来るだけ

先行載荷試験の影響を受けないように配織した。

変佼苦十は基礎底面に打ち込んだ鋼管と単管パイプで

檎成した基準梁に取り付けた。変位計はcAsE恥 1、

2は4点、 CASE-3， 4は6点取り付け、これらの

平均値を載荷板の変位とした。図-9の載荷板詳細菌に

φ印で示した点が変位言十設置位置である。

写真-3は、 CASE揃 3の載荷装置を示したもの

で、 ti.が CAS E-3の栽荷紙、右が CASE司 4の載

荷板を反カ板として使用している状況である。

-23 

2400X1000反カ摂

と寸法

試験最大荷重t土、総務地盤の破壊形識が明踏でない

ため、目安の値として道路橋示方著書のケーソンの受動

土任式 (4)式)に従って算出した。

p =Kp ，γ. h -1-2 CfK p一一一一一一(4 ) 

とこに、 γ :土の単位重量 (tf!1目的

Kp 受動土庄係数(下王立)

K n =------.:----:___~_~目立中 叫一 一一一一一-P- r. 一一一一一一一一一…一一一一一-"'12

1， I sin(中一色)sin(中+α)I 
coso 11-.1一一一一一一一一一一一一!

I V coso cosα| 

φ:内部燦擦角

α:地表額傾斜 O度

d :壁面熔擦角一φβ

h:深さ 10m 
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CASE 1 500X250 

CASE 2 800 x 400 

B1 :載荷板の高古
B2: I買力板の高宮

3DOt山りキ|

載荷装置 倒面図(名ケース共通)

図-10 載荷装置

CASE 3 1500X750 

CASE 4 2000 x 1000 
300tジヤ引キ

ロロ
O

N

写真ー3 載荷装置 (CASE-3)

川
品
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( 4 )載荷方法

荷重議長荷方法は、地盤工学会基準りによる多サイ

クル方式によった(図-1 1)。最大荷重を 8段階程度

に区分し、 3サイクルまたは 4サイクルで荷量制御方

式によって載術した。 C ASE之およびCASE-4 は、

CASE-l，CASE-3の載荷版として一時的に使用される@

したがって、載荷版としてすでに作用する荷重と、そ

の後に作用する荷識には、戦荷が時間的に不連続とな

るが、荷重@変位関係は、連続性がほぼ保たれてい

る@なおCASE-4は、 CASE-3の反カ板としての荷重殺

荷と、その後のCASE-4の載荷サイクルを示した。

試験最大荷重は、プロックNO.OとブロックN0.1お

よび全体の C， φ， "yを用いて算出した降伏荷重を参

考にして決定したω 各ブロックの C，φは関田 5-7に

示した{歳。土の単佼重量 γはそれぞれの湿潤重量の試

験値(表抗日の平均値を用いた。計算結果は、表-2 
に示したようになる。この際、抵抗土庄の作用範凶

l土、安全側の仮定として載荷板面積として極限荷重を

求めたa 試験最大荷重は、議本的には降伏荷重を採用

したが、ジャッキ能力の1i2程度を留安と考えて定め

た。なお図句 10において、ハッチそ施した部分が載荷

板本1*である。

関験最大荷露

荷重ケース 戦荷板形状 l供試{制。 i受動土庄係数 土庄強度 格i限荷量 降伏荷量 試験最大荷重

LXB{cm) Kp p(tUm') P(tjf) Py(I.f)=P!1.5 P-max(tf) 

)¥]0. 0 3.565 」125047895 トー
26.1 17.4 

t 
50X25 NO.l 3.316 685 45.7 35 

No.O+lぜひ 1 3.244 398.1 4骨組 33.2 
一

一 NO.O 3.565 208.5 もも.7 44.5 

80X40 
N0N.0O+NI 0 1 

3.316 547.9 175.3 116.9 120 

3.244 398.1 127.4 84.9 

NO.O 3565 2085 234.6 1564 

3 150X 75 NO.l 3.316 547.9 616.4 410.9 350 

NO.0+NO.1 3.244 398.1 447.ヲ 298.6 

NO.O 3.565 208.5 417.0 
1「 72370850 

4 200X 100 1'10.1 3.316 547.9 1095.8 520 

」一一一一一 一」一一一 一一一
NO.0+NO.1 3.2坐_j_ 竺翌二1 796.2 530.8 

表-2

試験サイクル (CASE-3) 

(
コ
)
側
健

試験サイクル (CASE1) 

(
コ
)
川
判
権

50 100 150 200 250 300 350 4曲 450 5叩

時間 (min)

50 75 100 125 150 175 200 225 250 

時間 (min)

50 25 25 

試験サイクル (CASE-4) 

(
M
M
)

料
健

試験サイクル (CASE-2) 

140 

120 

1凶

』

こ~ BO 

附帥
甲車

40 

20 

0 

0 7∞ 6∞ 500 l∞ 

載荷方法

25 -

4ω 

図-11

350 300 150 200 250 

時間 (min)

100 50 
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図-13 Log P~log Sと降伏街護
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l40 

120 

wo 
〈::s 80 

製ω

40 

20 

荷重ー変位曲線(CASE-l)

10 15 20 25 30 

変位(mm)

荷重明変位曲線(CASE同2)

w w ~ w ~ w w 

国中12

4. 載荷試験結果と考察

1)荷重 e 君主:位関係

図-- 21こCASE-L 2， 3， 4の荷重ゅ書記位曲線を~

し?と。こと守、救荷版の変伎は、戦術版に絞り付けた

変位計の平均値をとったぬ変位百十絞り付けi立語まは図ゅヲ
Jこ示したように、 CASE-l、 2では4点、 CASE-3、4

では 6点である。降伏荷重は@地盤工学会基準)に

よるlogP-logS曲線でJ設定する{闘._.1 3 "関-1 3!乙

示した位援をlogP圃logSillli線より降伏荷重と判定した。

降伏荷主主以降の変位は、議主?苛版。上側の地盤変位が!と方

より大きく生じ、最終的に数荷版iζ回転が生じ、計測

不自Eとなった。地盤の破壊は、地盤内部にすーベり閣を

形成し、救j荷板周辺にはらみが生じる形で起こったと

みられる g

うち、 CASE白 4についてi土、

CASE-3の反カ板としての計測{iiと比べて、 CASE四ヰに

おいてCASE司 3の最大荷重相当までの書記{立が紛らかに

大きく、それ以後の荷重~変位関係との整合が取れな

かったため、 CASE咽 3の最大荷重までは、 CASら 3に

おける得議~変位関係省訓練用し、合成した。 CASE“2

450 

600 

500 

〆-400 

'm" 300 制

保 200

100 

荷重ー変位曲線(CASE-3)

50 60 70 

荷重一変位曲線(CASE'，1) 

10 20 30 40 50 60 70 

(胴)

については、反カ阪としての荷重へ変位関係と、その

後の碍載荷荷重による荷量~変位関係に有為さが認め

られなかったため、それぞ才L独立で繋理したq

図即 13によって得られた降伏荷援を試験毒重大荷重と

して採用 L-l;ι降伏荷量まの計算総ど比較すると、 CASE-l

1立、地盤全体。ぅ物t主催から計算された降伏荷重33.21[1こ

対して図“おからは30tf、CASE同計二土、地盤全体の物性{直

から計事草された降伏荷重84ヲtfIと対して図町13から90t、

CA5iE-31立、士自殺全体の物伎鑑から計算された降伏荷重

して関 13から求められた，降伏荷重2501fとほ

ぼー数才、る。 CA<::E-4は、関-13によっ‘て求められた降

伏務掻J50tflこ対レて、 NOβの物性!i査から計算された降

伏f.f!重278t問、全体の物性緩から求められた降伏荷重

530.8伎の中照的な{遣になっている。

試験荷重設定のための計算憶には地盤の挺抗土庄の

広がりを~癒していないが、童話議試験に用いた、供試

{本強度のばらつきについては、議荷試験に用いた畿荷

絞のスケールからほぼ平均化され、見かけJ二l立、均一

な地盤性状を示したものと考えられる。また、水平方

向地盤Ei.カ係数KHを検討するための荷量変位関係

が、実験によって得られたロ
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表向3 載荷犠 1%ひずみ時の kH 

( 3 )地重量反カ係数の載荷幅依存性

径の 1%は、過大な残留変位安生じることが無いよう

に定められている7)。本実験においてもこれに準拠し

て、荷重載荷の初期段階における変位に関する番目線勾

配より水平方向地盤反カ係数k討を求める際に、毒患荷幅

の 1%に相当する変位重量を基準と考えて整理寸る。

Lx とし， 1号るひずみ

に相当する荷重・変位関係から水平方向地線区カ係数

(表-3) 。

裁荷騒が大きくなるに.従つ

て、 kHI立小さくなるような、議荷帽の寸法効果が認め

られる。泌総の変形が弾性識に従うならば、は、載

荷幅の-1.0乗に比例する2)包家主ム道路橋示方蓄によ

ると、 -3/4衆 iこ上l::伊jーするa これは、関東ローム、 i短i関
くものであるけ白一

方、港湾技術基準6) によれば、教荷傾 30 c m以上で

の載荷幅依存i生すなわち載荷幅に

としているe とれは、砂地盤での実験結果によるもの

で、以上のことから、地盤条件によって、裁荷幅依存

性が異なることを示唆している。

笑験結果から、水平方向地盤反力係数を換算裁荷

幅の関数として整理し、図四14に示したa 図幽14の口印

l立、今回の実験結果である。図-14には、また道路橋示

方警の方法により求めたkHおよび弾性論によった場合

をあわせて示した。

実験地盤(石灰質砂層}における、大型の曲面載荷

板により得られた水平方向地盤反カ係数kHの裁荷幅依

存性は、換算裁荷幅の増加に伴い、;絞荷幅の・0.42乗に

比例し、道路橋示方蓄のーO.万乗と比ぺて、載荷幅増加

に伴うkHの低減が少なくなっていることが判る。

5.まとめ

石灰質砂層における直径 25m の深縫杭孔内におい

て水平方向裁荷試験を実施し、あわせて、石灰質砂地

盤の要素試験等により物理的、力学的特性を調べた。

先ず、石灰質砂地盤の不撹乱試料の作成および、要

素試験の結果から次のような結果が得られた。

① 石灰質砂地盤の不撹乱試料の作成は、試料凍結

後、まさ土用コアピットを用いて作成すること

が出来た。

y口 80.66iJxU42u

5 
句一

-.-

25 50 75 100 150 

(cm) 

臨ベヰ石灰質配j}地盤における

② 石灰質砂地盤は国結皮の違いが存在し、試料採

耳立場所により、その物理的、力学的特伎が異な

る。ただし、l:七震は由結度によらず、ほぼー定
である。

また、深礎杭孔内において実施した載荷試験の結集

から本地盤における水平方向地盤反カ係数に隠する

載荷幅依存性について考察した結果、*のような知見
がえられたa

③ ひずみレベルが、換算載荷輔の 1%における荷

重・変位関係から求められる様方向地磁反カ係
数kHは、載荷揺が大きくなると、小さくなる傾

向を示す。

@ kHに関する過去の実験例1)6)などと比較する

と地盤の特性により、戦荷幅依存性が異なる傾

向を示すととがわかったc 本実験地盤において

は、 kHが載荷幅に関して載荷幅の-0.42乗iこ比例

する結果となり、道路橋示方蓄の杭径の噌0.75衆

と比較して、低減率は小さくなった。
本実験は、 kHの載荷幅依存性に関してほんの一例を

示したに過ぎないが、大口径杭や、連続壁など載荷幅

の大きい地下構造物の横抵抗についての研究は、今後

重要になってくるものと忍われる。本実験について

も、裁荷実験のシミュレーションなどを行い、載荷幅
の大きい基礎のkHの評価について今後研究する予定で
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ある図

本実験の結巣得られ，tt杭の横抵抗特性は、ラーメユ/

橋架設11与の1;]'の鉛直変佼調整などを検討する際にヰ1]沼

したe 設計は、滋路橋示方議の、安全側山小さめの

kHなmいてよいが、桁を殺り出し架設す匂る場合、の桁

のたわ7，，1奇耳目{確については、本受験により得られた

k!Jが大きくなるため、この総で守奪取する必惑があ

る@道路橋示方警の方法では、鉛I直変位をiI&:Jcfこ見械

もる危険性があり、実験結果から得られた ζもとず

管理依を探月]し?とη

おわりに当たり、 j鹿児島9;1，徳之島土地改良区の皆

採、 コープツエ言葉の方々には、現地主経験実施に際し.

全面的なW，カをいただきました@総く感謝震な表し

ます。
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